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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
鉄ニトリロ三酢酸 (Fe-NTA)誘発ラット腎癌は組織型がヒト腎細胞癌に類似している点,腫癌が致
死的である点において従来の腎腫癌の実験モデルに比してヒト腎癌に類似している｡ また,前癌状態にお
いては特徴的な嚢胞形成と皮質変性を示すことから後天性嚢胞腎のモデルと考えられる｡ 本研究はこれに
ついて遺伝子解析を試みたものである｡ まず,ヒトにおける代表的な癌及び癌抑制遺伝子であるK,H,
NてaS,p53遺伝子の変異について解析を行ないヒト腎癌同様に低頻度の遺伝子変化 (P53:1/12例,K-,
N-,H-ras:0/12)しかみられないことを明らかにした｡ついでdiferentialdisplay法 (以下DD法)を
用いて発現遺伝子の解析を試み発癌過程の内,Fe-NTA投与後の嚢胞形成期の尿細管上皮,および一部
の腎癌細胞においてCD47の発現が克進していることを証明した｡
以上の研究は,このモデルが遺伝子レベルにおいてヒト腎癌のモデルとなりうること,また本例のよう
な化学発癌モデルにおいてDD法が有効なgenescreeing法となりうることを示したものである｡
したがって,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成9年1月29日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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